
国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

フェスティバル日
に

本
ほん

語
ご

スピーチ

30周
しゅう

年
ねん

記
き

念
ねん

ポスター・作
さく

文
ぶん

コンクール表
ひょう

彰
しょう

式
しき

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

フェスティバル　日
に

本
ほん

舞
ぶ

踊
よう

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

フェスティバル　民
みん

族
ぞく

舞
ぶ

踊
よう■�市

いち

原
はら

市
し

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

 創
そう

立
りつ

30周
しゅう

年
ねん

記
き

念
ねん

式
しき

典
てん

　

& 国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

フェスティバル2022.11.20

■創
そう

立
りつ

30周
しゅう

年
ねん

記
き

念
ねん

作
さく

文
ぶん

コンクール表
ひょう

彰
しょう

作
さく

品
ひん

■I.I.A.レポート　活
かつ

動
どう

報
ほう

告
こく
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　市
いち

原
はら

市
し

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

（IIA）の創
そう

立
りつ

30周
しゅう

年
ねん

記
き

念
ねん

式
しき

典
てん

は2022年
ねん

11

月
がつ

20日
か

午
ご

後
ご

１時
じ

半
はん

より

五
ご

井
い

グランドホテル

に於
お

いて開
かい

催
さい

された。

IIA創
そう

立
りつ

は1991年
ねん

の事
こと

でコロナ禍
か

により

１年
ねん

遅
おく

れの式
しき

典
てん

となった。

　勇
ゆう

壮
そう

な触
ふ

れ太
だい

鼓
こ

により始
はじ

まった式
しき

典
てん

は、

IIA山
やま

崎
ざき

会
かい

長
ちょう

挨
あい

拶
さつ

、小
こい

出
で

市
いち

原
はら

市
し

長
ちょう

を始
はじ

め

とする来
らい

賓
ひん

祝
しゅく

辞
じ

、列
れっ

席
せき

の来
らい

賓
ひん

紹
しょう

介
かい

、祝
しゅく

電
でん

披
ひ

露
ろう

と続
つづ

き、30周
しゅう

年
ねん

記
き

念
ねん

として行
おこな

われた

ポスター・作
さく

文
ぶん

受
じゅ

賞
しょう

者
しゃ

発
はっ

表
ぴょう

、記
き

念
ねん

品
ひん

贈
ぞう

呈
てい

、

恵
え

美
み

弥
や

の会
かい

による日
に

本
ほん

舞
ぶ

踊
よう

が披
ひ

露
ろう

され、

和
なご

やかな雰
ふん

囲
い

気
き

の中
なか

、２時
じ

過
す

ぎ記
き

念
ねん

式
しき

典
てん

は終
しゅう

了
りょう

した。

　今
こん

回
かい

行
おこな

われたポスター・作
さく

文
ぶん

のコン

クールは６点
てん

が表
ひょう

彰
しょう

され、会
かい

場
じょう

にも展
てん

示
じ

されたが、参
さん

列
れつ

者
しゃ

からも注
ちゅう

目
もく

されエポッ

クメーキングなイベントとなった。

　当
とう

日
じつ

は記
き

念
ねん

式
しき

典
てん

に続
つづ

き、コロナ禍
か

によ

り中
ちゅう

断
だん

していた国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

フェスティバル

が開
かい

催
さい

され、工
く

夫
ふう

を凝
こ

らしたステージパー

フォーマンス、各
こく

部
ぶ

会
かい

展
てん

示
じ

が披
ひ

露
ろう

された。

　ステージパーフォーマンスは空
くう

想
そう

和
わ

太
だい

鼓
こ

・打
だ

雅
が

獅
し

屋
や

による和
わ

太
だい

鼓
こ

演
えん

奏
そう

、恵
え

美
み

弥
や

の会
かい

による日
に

本
ほん

舞
ぶ

踊
よう

、フィリピン３島
とう

の

民
みん

族
ぞく

舞
ぶ

踊
よう

、三
み

浦
うら

明
あけ

珠
み

さんの台
たい

湾
わん

・中
ちゅう

国
ごく

の

歌
うた

、総
そう

務
む

部
ぶ

会
かい

によるクイズ、日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

に通
かよ

う生
せい

徒
と

さん７名
めい

による日
に

本
ほん

語
ご

スピー

チがその内
ない

容
よう

であった。最
さい

後
ご

に行
おこな

われた

日
に

本
ほん

語
ご

スピーチは慣
な

れない日
に

本
ほん

に住
す

む在
ざい

住
じゅう

外
がい

国
こく

人
じん

生
せい

徒
と

がそれぞれの体
たい

験
けん

談
だん

を語
かた

る

感
かん

動
どう

の発
はっ

表
ぴょう

となった。

　場
じょう

内
ない

展
てん

示
じ

は日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

、姉
し

妹
まい

都
と

市
し

、交
こう

流
りゅう

、ふれあいサロン、総
そう

務
む

の各
かく

部
ぶ

会
かい

が日
ひ

頃
ごろ

の活
かつ

動
どう

を紹
しょう

介
かい

する内
ない

容
よう

であった。また

総
そう

務
む

部
ぶ

会
かい

は記
き

念
ねん

式
しき

典
てん

に合
あ

わせ30周
しゅう

年
ねん

特
とく

集
しゅう

号
ごう

を発
はっ

行
こう

し、来
らい

場
じょう

者
しゃ

に配
はい

布
ふ

した。

　飲
いん

食
しょく

を伴
ともな

わない方
ほう

式
しき

であったこと等
など

か

らやや不
ふ

慣
な

れな進
しん

行
こう

となりタイムテーブ

ルが狂
くる

ったこと、午
ご

後
ご

から雨
あめ

となり駐
ちゅう

車
しゃ

場
じょう

掛
かかり

が慌
あわ

てた場
ば

面
めん

もあったが、市
いち

原
はら

市
し

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

の総
そう

力
りょく

を上
あ

げたイベントは午
ご

後
ご

４時
じ

半
はん

無
ぶ

事
じ

終
しゅう

了
りょう

した。

市市
いちいち

原原
はらはら

市市
しし

国国
こくこく

際際
さいさい

交交
こうこう

流流
りゅうりゅう

協協
きょうきょう

会会
かいかい

創創
そうそう

立立
りつりつ

3030周周
しゅうしゅう

年年
ねんねん

記記
きき

念念
ねんねん

式式
しきしき

典典
てんてん

 &  & 国国
こくこく

際際
さいさい

交交
こうこう

流流
りゅうりゅう

フェスティバルフェスティバル

各各
かくかく

部部
ぶぶ

会会
かいかい

展展
てんてん

示示
じじ

2022.11.20

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

姉
し

妹
まい

都
と

市
し

交
こう

流
りゅう

ふれあいサロン 総
そう

務
む

小
こい

出
で

市
し

長
ちょう

祝
しゅく

辞
じ

表
ひょう

彰
しょう

作
さく

品
ひん

の前
まえ

で記
き

念
ねん

撮
さつ

影
えい
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市
いち

原
はら

市
し

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

賞
しょう

　「外
がい

国
こく

の人
ひと

と心
こころ

で通
つう

じ合
あ

っていくために」
市
いち

原
はら

市
し

立
りつ

牛
うし

久
く

小
しょう

学
がっ

校
こう

　六
ろく

年
ねん

　鈴
すず

木
き

　希
のの

果
か

市
いち

原
はら

市
し

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

会
かい

長
ちょう

賞
しょう

　「スポーツを通
つう

じた交
こう

流
りゅう

」 市
いち

原
はら

市
し

立
りつ

三
さん

和
わ

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

　三
さん

年
ねん

　積
つみ

田
た

　かりん

　私
わたし

が思
おも

うのぞましい国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

は、留
りゅう

学
がく

やボランティア活
かつ

動
どう

な

ど、様
さま

々
ざま

なことがあるが一
いち

番
ばん

はスポーツを通
つう

じた交
こう

流
りゅう

だと思
おも

う。

なぜかというとスポーツはどの年
ねん

代
だい

でもできるし、たとえ国
こく

籍
せき

や

人
じん

種
しゅ

、言
げん

語
ご

、文
ぶん

化
か

などが違
ちが

っても一
いっ

緒
しょ

に汗
あせ

を流
なが

して協
きょう

力
りょく

しあった

り、正
せい

々
せい

堂
どう

々
どう

と競
きそ

い合
あ

ったりすることで共
きょう

感
かん

が生
う

まれ、楽
たの

しさや

うれしさといったことができると思
おも

うからだ。スポーツを通
つう

じた

交
こう

流
りゅう

では、様
さま

々
ざま

な国
くに

の選
せん

手
しゅ

やコーチをうけいれ、また日
に

本
ほん

から派
は

遣
けん

して試
し

合
あい

やトレーニングなどを実
じっ

施
し

することで交
こう

流
りゅう

を行
おこな

えるた

め、様
さま

々
ざま

な世
せ

界
かい

交
こう

流
りゅう

が行
おこな

える。

　スポーツだけでなく、留
りゅう

学
がく

、ボランティア活
かつ

動
どう

、国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

イベ

ントなどでたくさんの国
くに

の方
かた

と交
こう

流
りゅう

をして、多
た

様
よう

な価
か

値
ち

観
かん

、文
ぶん

化
か

、言
げん

語
ご

などを学
まな

んだり、日
に

本
ほん

のよさを再
さい

認
にん

識
しき

できたりするなど、

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

には様
さま

々
ざま

なメリットがあると思
おも

う。しかし逆
ぎゃく

にお金
かね

がか

かる。価
か

値
ち

観
かん

の違
ちが

いでのストレスなどデメリットもあるが、それ

よりも大
たい

切
せつ

なものを手
て

にいれることができると思
おも

う。

　このようなことから、私
わたし

はスポーツを通
つう

じた国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

をはじめ、

留
りゅう

学
がく

やボランティア活
かつ

動
どう

など、笑
え

顔
がお

で個
こ

々
こ

人
じん

が繋
つな

がれる、そんな

世
せ

界
かい

交
こう

流
りゅう

がのぞましい世
せ

界
かい

交
こう

流
りゅう

だと思
おも

う。

創
そう

立
りつ

30周
しゅう

年
ねん

記
き

念
ねん

学
がっ

校
こう

表
ひょう

彰
しょう

　「わたしの友
とも

だちはみち子
こ

ちゃん」
市
いち

原
はら

市
し

立
りつ

若
わか

宮
みや

小
しょう

学
がっ

校
こう

　三
さん

年
ねん

　小
こ

林
ばやし

　凛
り

乃
の

　わたしは、みち子
こ

ちゃんと友
とも

だちです。みち子
こ

ちゃんはフィリ

ピン人
じん

の女
おんな

の子
こ

です。去
きょ

年
ねん

若
わか

宮
みや

小
しょう

に転
てん

入
にゅう

してきました。とてもや

さしい子
こ

で、日
に

本
ほん

語
ご

はしゃべることができません。でもみち子
こ

ちゃんは学
がっ

校
こう

に来
き

たときは少
すこ

しづつだけど、がんばっています。

だからわたしは、がんばっているみち子
こ

ちゃんを見
み

て友
とも

だちにな

りたいと思
おも

いました。それから日
に

本
ほん

人
じん

だけでなく外
がい

国
こく

人
じん

ともどん

どん友
とも

だちになってみたいと思
おも

いました。みち子
こ

ちゃんは、日
に

本
ほん

語
ご

が話
はな

せないから、わからないことだらけです。だから、みち子
こ

ちゃんが困
こま

っている時
とき

にはやさしく声
こえ

をかけるようにしています。

そうしたら、みち子
こ

ちゃんはえ顔
がお

で「ありがとう」と言
い

ってくれ

ます。すると、わたしもうれしい気
き

持
も

ちになります。みち子
こ

ちゃ

んを助
たす

けてあげてよかったです。みち子
こ

ちゃんからわたしに声
こえ

を

かけてくることはありません。きっとだれに声
こえ

をかけたらいいの

か、わからないのだと思
おも

います。

　でも、いじめゼロ集
しゅう

会
かい

で「クラスでいちばんやさしい友
とも

だちで

すか？」のアンケートにみち子
こ

ちゃんはわたしをえらんでくれま

した。わたしはびっくりしたけれどとてもうれしかったです。

　これからも、もっとみち子
こ

ちゃんの手
て

助
だす

けをして、みち子
こ

ちゃ

んが安
あん

心
しん

して学
がっ

校
こう

生
せい

活
かつ

を送
おく

ることができるようにしてあげたいで

す。

　私
わたし

は、外
がい

国
こく

の人
ひと

との関
かか

わり方
かた

について感
かん

じていることがありま

す。それは、日
に

本
ほん

人
じん

は、外
がい

国
こく

の人
ひと

に対
たい

して苦
にが

手
て

意
い

識
しき

をもってしまっ

ているのではないかということです。それを私
わたし

が電
でん

車
しゃ

に乗
の

って駅
えき

に行
い

った時
とき

に感
かん

じました。私
わたし

が電
でん

車
しゃ

から降
お

りると降
お

りたホームに

外
がい

国
こく

の人
ひと

が家
か

族
ぞく

で座
すわ

っていました。私
わたし

はその家
か

族
ぞく

を、日
に

本
ほん

の人
ひと

は

さけてるように感
かん

じました。なぜ、そう見
み

えたのか家
いえ

で考
かんが

えてみ

ることにしました。そして、私
わたし

の出
だ

した答
こた

えは外
がい

国
こく

語
ご

を話
はな

せる日
に

本
ほん

人
じん

が少
すく

ないので、何
なに

か言
い

われたら困
こま

るという思
おも

いから自
し

然
ぜん

とさ

けているのではないかということです。外
がい

国
こく

語
ご

をある程
てい

度
ど

話
はな

せる

人
ひと

であれば。さける必
ひつ

要
よう

はありません。一
いっ

方
ぽう

、苦
にが

手
て

意
い

識
しき

をもって

いる人
ひと

には、少
すこ

し怖
こわ

いと思
おも

います。しかし、そんなに怖
こわ

がる必
ひつ

要
よう

はないと私
わたし

は思
おも

います。なぜなら、私
わたし

も小
ちい

さい頃
ころ

に同
おな

じような経
けい

験
けん

をしたことがあるからです。

　私
わたし

の母
はは

の友
とも

達
だち

は国
こく

際
さい

結
けっ

婚
こん

をしました。その家
いえ

に子
こ

どもが生
う

まれ

たので遊
あそ

びに行
い

ったことがあります。そのお父
とう

さんはスペイン人
じん

で、スペインの料
りょう

理
り

を作
つく

ってくれました。食
た

べ終
お

わったあと、そ

のお父
とう

さんと赤
あか

ちゃんと私
わたし

で遊
あそ

ぶことになりました。私
わたし

はもちろ

んスペイン語
ご

は話
はな

せません。しかし、そのお父
とう

さんは「これは日
に

本
ほん

語
ご

で何
なん

と言
い

うの」「これは何
なに

」と、どんどん私
わたし

に話
はな

しかけてきま

した。どうしようと思
おも

いましたが、私
わたし

も小
ちい

さいながら一
いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

答
こた

えると、そのお父
とう

さんにも伝
つた

わり喜
よろこ

んでもらうことができました。

その時
とき

、とても仲
なか

よくなれた気
き

がしました。この経
けい

験
けん

を通
とお

して、

外
がい

国
こく

語
ご

が話
はな

せないから話
はな

さないのではなく、自
じ

分
ぶん

に自
じ

信
しん

をもって

チャレンジすることが大
たい

切
せつ

だということに気
き

付
づ

きました。これか

ら私
わたし

は世
せ

界
かい

中
じゅう

の人
ひと

と言
こと

葉
ば

だけではなく、心
こころ

で通
つう

じ合
あ

っていきたい

と思
おも

います。

創創
そうそう

立立
りつりつ

3030周周
しゅうしゅう

年年
ねんねん

記記
きき

念念
ねんねん

作作
さくさく

文文
ぶんぶん

コンクールコンクール表表
ひょうひょう

彰彰
しょうしょう

作作
さくさく

品品
ひんひん
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館
たて

山
やま

の人
にん

形
ぎょう

劇
げき

など。メーンはハロウィン

コスチュームコンテストであったがPRが

行
い

き届
とど

かず３名
めい

の参
さん

加
か

、１名
めい

は待
ま

ちくた

びれて棄
き

権
けん

。75歳
さい

のカボチャマンと可
か

愛
わい

い小
しょう

学
がく

生
せい

の２人
り

、コスチュームは1000円
えん

以
い

内
ない

で手
て

作
づく

りが条
じょう

件
けん

、甲
こう

乙
おつ

つけがたく２

人
り

とも会
かい

長
ちょう

、副
ふく

会
かい

長
ちょう

から賞
しょう

品
ひん

を貰
もら

い映
は

え

ある第
だい

１回
かい

のコンテストとなりました。参
さん

加
か

者
しゃ

、出
しゅつ

演
えん

者
しゃ

、スタッフ合
あ

わせ100名
めい

弱
じゃく

で

会
かい

場
じょう

に楽
たの

し気
げ

な声
こえ

が響
ひび

いて楽
たの

しく過
す

ごせ

たのではと思
おも

います。

　インターナショナルフレンドシップク

ラブの中
なか

で、参
さん

加
か

者
しゃ

の国
くに

の言
こと

葉
ば

で挨
あい

拶
さつ

が

できたらもっと距
きょ

離
り

が縮
ちぢ

まるのではと思
おも

い、声
こえ

を掛
か

けたところ希
き

望
ぼう

者
しゃ

がいたので

韓
かん

国
こく

語
ご

の講
こう

師
し

をしているメンバーにお願
ねが

いして、韓
かん

国
こく

語
ご

を手
て

始
はじ

めに開
かい

始
し

しました。

取
と

り敢
あ

えず７月
がつ

から第
だい

２・４土
ど

曜
よう

日
び

午
ご

後
ご

１時
じ

から10回
かい

コースで実
じっ

施
し

しています。

　最
さい

初
しょ

は母
ぼ

音
いん

を覚
おぼ

え、今
いま

は子
し

音
いん

を始
はじ

めま

した。ハングル文
も

字
じ

は全
まった

くなじみの無
な

い

文
も

字
じ

なので戸
と

惑
まど

いますが、授
じゅ

業
ぎょう

の始
はじ

めに

復
ふく

習
しゅう

をして終
お

わりの方
ほう

で短
みじか

い会
かい

話
わ

の「ア

ンニョンハセヨ～こんにちは」、「アン

ニョンヒ　カセヨ～さようなら」自
じ

己
こ

紹
しょう

介
かい

など文
も

字
じ

にこだわると難
むずか

しくなるので

音
おと

で覚
おぼ

えます。無
む

理
り

のないように続
つづ

くよ

うであれば次
つぎ

の段
だん

階
かい

に進
すす

む予
よ

定
てい

です。

　３年
ねん

ぶりの国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

ひろばを夢
ゆめ

ホール

にて開
かい

催
さい

。コロナ禍
か

の為
ため

、各
かっ

国
こく

料
りょう

理
り

の試
し

食
しょく

は無
な

し、少
すこ

し寂
さみ

しい気
き

もしたが久
ひさ

しぶ

りのメンバーに会
あ

い皆
みな

笑
え

顔
がお

で挨
あい

拶
さつ

。出
しゅっ

展
てん

参
さん

加
か

は９カ
か

国
こく

：フィリピン、タイ、インド

ネシア、ネパール、中
ちゅう

国
ごく

、台
たい

湾
わん

、日
に

本
ほん

、

ペルー、ブラジル。それぞれの国
くに

のクッ

キー、ケーキ、揚
あ

げ物
もの

や手
て

作
づく

り作
さく

品
ひん

、物
ぶっ

産
さん

品
ひん

などをブースに並
なら

べ国
くに

の紹
しょう

介
かい

と共
とも

に

販
はん

売
ばい

。ステージではタイの民
みん

族
ぞく

舞
ぶ

踊
よう

、バ

ンド演
えん

奏
そう

や歌
うた

、台
たい

湾
わん

出
しゅっ

身
しん

のお母
かあ

さんを持
も

つ子
こ

どもたちのダンス、また特
とく

別
べつ

出
しゅつ

演
えん

の

　10月
がつ

２日
か

（日
にち

）朝
あさ

８：10　市
いち

原
はら

市
し

役
やく

所
しょ

を

出
しゅっ

発
ぱつ

場
ば

所
しょ

とし、ボランティア３名
めい

、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

６名
めい

、バス２台
だい

が集
あつ

まる。１台
だい

は姉
あね

崎
さき

公
こう

民
みん

館
かん

の集
しゅう

合
ごう

場
ば

所
しょ

へ、もう１台
だい

は五
ご

井
い

駅
えき

西
にし

口
ぐち

へ

行
い

き、八
や

幡
わた

公
こう

民
みん

館
かん

前
まえ

で合
ごう

流
りゅう

し、大
おとな

人24名
めい

、

子
こ

供
ども

７名
めい

が新
しん

勝
しょう

寺
じ

へと向
む

かう。コロナ感
かん

染
せん

予
よ

防
ぼう

対
たい

策
さく

として、座
ざ

席
せき

間
かん

距
きょ

離
り

の確
かく

保
ほ

、マ

スクの着
ちゃく

用
よう

、乗
じょう

車
しゃ

時
じ

の手
て

指
ゆび

消
しょう

毒
どく

の励
れい

行
こう

に

注
ちゅう

意
い

して10：20に成
なり

田
た

山
さん

新
しん

勝
しょう

寺
じ

へ到
とう

着
ちゃく

した。

　お寺
てら

の縁
えん

起
ぎ

は真
しん

言
ごん

宗
しゅう

智
ち

山
さん

派
は

、朱
す

雀
ざく

天
てん

皇
のう

の密
みっ

勅
ちょく

を受
う

け、寛
かん

朝
ちょう

大
だい

僧
そう

正
じょう

が京
きょう

都
と

の高
たか

雄
お

山
さん

神
じん

護
ご

寺
じ

より、空
くう

海
かい

が敬
けい

刻
こく

開
かい

眼
げん

したご本
ほん

尊
ぞん

不
ふ

動
どう

明
みょう

王
おう

と共
とも

に関
かん

東
とう

に下
くだ

り、天
てん

慶
ぎょう

３年
ねん

（940）に開
かい

山
さん

したと伝
つた

えられている。

　総
そう

門
もん

と大
だい

本
ほん

堂
どう

前
まえ

で写
しゃ

真
しん

を撮
と

り、参
さん

拝
ぱい

す

る。その後
あと

、鰻
うなぎ

を食
しょく

し境
けい

内
だい

を散
さん

策
さく

する班
はん

（５名
めい

）と本
ほん

堂
どう

先
さき

にある三
さん

重
じゅう

塔
のとう

、釈
しゃ

迦
か

堂
どう

、

額
がく

堂
どう

、光
こう

明
みょう

堂
どう

、王
おう

殿
でん

、平
へい

和
わの

大
だい

塔
とう

を参
さん

拝
ぱい

し,

成
なり

田
た

山
さん

公
こう

園
えん

で昼
ちゅう

食
しょく

をとる班
はん

（26名
めい

）に分
わ

かれた。

　公
こう

園
えん

班
はん

は、食
しょく

後
ご

、子
こ

供
ども

達
たち

が大
おお

喜
よろこ

びした

大
おお

きな鯉
こい

や亀
かめ

のいる池
いけ

を巡
めぐ

り、バスに戻
もど

り

鰻
うなぎ

班
はん

と一
いっ

緒
しょ

に13：00に新
しん

勝
しょう

寺
じ

を後
あと

にする。

　13：30に国
こく

立
りつ

歴
れき

史
し

民
みん

俗
ぞく

博
はく

物
ぶつ

館
かん

に着
つ

き、

写
しゃ

真
しん

を撮
と

り、入
にゅう

館
かん

し自
じ

由
ゆう

行
こう

動
どう

とした。館
かん

内
ない

は、第
だい

一
いち

展
てん

示
じ

室
しつ

（37000年
ねん

前
まえ

～10世
せい

紀
き

）

第
だい

２（平
へい

安
あん

～安
あ

土
づち

桃
もも

山
やま

）第
だい

３（江
え

戸
ど

）第
だい

４民
みん

族
ぞく

（祭
まつ

りや妖
よう

怪
かい

、人
じん

生
せい

儀
ぎ

礼
れい

、恐
おそ

れと

祈
いの

り、暮
く

らしと技
わざ

）第
だい

５（19世
せい

紀
き

後
こう

半
はん

～

1920年
ねん

代
だい

）第
だい

66（1930年
ねん

代
だい

～1970年
ねん

代
だい

）

と有
あ

る。各
かく

時
じ

代
だい

の着
き

ている物
もの

、生
せい

活
かつ

、文
ぶん

化
か

等
とう

が本
ほん

物
もの

、模
も

型
けい

で展
てん

示
じ

され詳
しょう

細
さい

な説
せつ

明
めい

もあり、深
ふか

い知
ち

識
しき

も得
え

られた。学
がく

習
しゅう

者
しゃ

は

日
に

本
ほん

を学
まな

びたい意
い

欲
よく

も強
つよ

く話
はなし

が弾
はず

み、お

とな、こどもに関
かん

係
けい

なく仲
なか

良
よ

くなりました。

　15：30に博
はく

物
ぶつ

館
かん

より帰
き

路
ろ

につき、２台
だい

のバスは、16：50と17：10に無
ぶ

事
じ

市
し

役
やく

所
しょ

へ戻
もど

りました。天
てん

気
き

も良
よ

く心
しん

身
しん

共
とも

に暖
あたた

か

い１日
にち

でした。

お詫
わ

びと訂
てい

正
せい

　国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

ニュース第
だい

82号
ごう

に於
お

いて
市
いち

原
はら

市
し

長
ちょう

　小
こい

出
で

譲
じょう

治
じ

氏
し

のお名
な

前
まえ

を誤
あやま

って
「小

こ

出
いで

譲
じょう

二
じ

」と記
き

載
さい

してしまいました。
茲
ここ

に訂
てい

正
せい

すると共
とも

に謹
つつし

んでお詫
わ

び申
もう

し上
あ

げます。

インターナショナルフレンド
シップクラブ
「チャレンジ韓

かん

国
こく

語
ご

」
７月

がつ

～� 交
こう

流
りゅう

部
ぶ

会
かい

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

ひろば来
き

て!見
み

て!
話
はな

そう!「ハロウィンって」何
なに

22.10.23 　交
こう

流
りゅう

部
ぶ

会
かい

20222022年年
ねんねん

77月月
がつがつ

～～1010月月
がつがつ

I.I.A.レポートI.I.A.レポート
活 動 報 告活 動 報 告
かつかつ どうどう ほうほう こくこく

　2022年
ねん

度
ど

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

バス研
けん

修
しゅう

旅
りょ

行
こう

「成
なり

田
た

山
さん

新
しん

勝
しょう

寺
じ

と国
こく

立
りつ

歴
れき

史
し

民
みん

俗
ぞく

博
はく

物
ぶつ

館
かん

（佐
さ

倉
くら

市
し

）へ」 22.10.22
日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

部
ぶ

会
かい

　櫻
さくら

井
い

　二
じ

郎
ろう
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